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１ 多様なアプローチ（きっかけづくり）による里地里山の再評価と協働による取組の進展 

⑦ツーリズムや都市との交流のテーマとして活用することで、里地里山への評価が高まった例 

福井：エコキャンプの実施 

 
越前地域では、都市部の子どもたちを対象としたエコキャンプを開始した。キャンプの目的は、以

下の通りである。 
・生物の豊かな地域の自然環境を生かして都市部の子どもたちを対象に体験活動事業を実施し、

里地里山保全作業の一部を体験してもらい都市住民との交流による地域活性化を図る。 
・地元の自治組織が運営主体となって企画運営のノウハウを習得し、自立的に、経済性を確保し

ながら運営できる体制づくりを図る。 
エコキャンプでは、ビオトープ作りや生物観察、里山体験等を通して、白山・坂口の魅力を体験し

てもらうプログラムを組んでいる。2 泊 3 日のコースには、それぞれ約 20 名の子どもが参加する。 
このような活動を通して、参加する都市側からの里地里山への評価が高まるばかりでなく、企画運

営を行なった住民自身も、地域への評価が高まり、里地里山の多様な機能と活用方法について認識が

高まっている。 
 
 

 

 

 


